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インターネットによるお客様登録のお願い 


http://pioneerJp/support/ 

このたびは弊社製品をお買い上げいたださ、まことにありびとうございました。 
弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願いしています。 
上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重要なお知らせ 
などをお届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったときのよくある質問や 
各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、お客様のお役に 
立てるサービスの提供を目的としたページです。 


取扱説明書 


準備する接続各部のを赖操作のしかたその他 









まを上のごを意 

参安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの「安全上のごミち意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をま 
全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へ 
の危害や財産への損害を未然に防止するために、 
いろいろな給表示をしています。その表示と意味 
は巧のようになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 
人び死 t または重傷を負う可能性び想定される 
内容を示していまず。 


A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 
人び損害を負う可能性び想定される内容および 
物的損害のみの発生び想定される内容を示して 
います。 


絵表示の例 

A A 記号は注意(警告を含む）しなけれ 
/4\ばな5ない内容であることを示して 
ム —^いまず。 

図の中に具体的な注意内容(左図の場 
合は感電注意)び描かれていまず。 

0記号は禁止（やってはいけないこ 
と)を示していまず。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左 
図の場合は分解禁止）び描かれていま 
ず。 

参記号は行動を強制したり指示する 
内容を示していまず。 

図の中に具体的な指示内容(左図の場 
合は電源プラグをコンセントか5抜 
け)び描かれています。 



A 警告 


異常時の処置 

C * 万一煙び出ている、変なにおいや音びす 
るなどの異常状態のまま使用すると乂 
災•感電の原因となります。すぐに機器 
本体の電源スイッチを切り、必ず電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。 
煙び出な<なるのを確認して販売店に 
修理をご依頼ください。お客様による修 
理は危険ですから絶対おやめください。 

• 万一内部に水や異物等び入った場合は、 
まず機器本体の電源スイッチを切り、電 
>4^ 源プラグをコンセントから抜いて販売 

店にご連絡ください。そのまま使用する 
と乂災-感電の原因となります。 

•万一本機を落としたり、カバーを破損し 
が f 合は、臓ホ体の@源スイッチを切 
>4^ り、電源プラグをコンセントから抜いて 
販売店にご連絡 < ださい。そのまま使用 
すると乂災-感電の原因となります。 



• 電源プラグの刃および刃の付近にほこり 
や金11物び備している場合は、電源プ 
ラグを抜いてから乾いた巧で取り除いて 
ください。そのまま使用すると乂災•感 
電の原因となります。 

電源コードの上に重い物をのせたり、 
コードび本機の下敷さにならないように 
してください。また、電源コードび引つ 
張られないよラにしてください。コード 
び傷ついて、乂災-感電の原因となりま 
す。コードの上を敷物などで覆ラことに 
より、それに気づかず、重い物をのせて 
しまラことびあります。 

放熱をよくするため、他の機器や壁等か 
ら間隔をとり、ラックに入れる場合はす 
さ間をあけてください。また、次のよラ 
な使い方で通風孔をふさびないでくだ 
さい。内部に熱びこわり、乂災の原因と 
なることびあります。 

^あおむけや横倒し、逆さまにする。 

一押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

^じゅラたんやふとんの上に置く。 

^テーブルク□スなどをかける。 









0 « 電源プラグは、コンセントに根元まで確 
実に差し込んでください。差し込みび不 
完全ですと発熱したり、ほこりび付着し 
て乂災の原因となることびあります。ま 
た、電源プラグの刃に触れると感電する 
ことびあります。 

0 «電源プラグは、根元まで差し込んでちゆ 
るみびあるコンセントに接続しないでく 
ださい。発熱して乂災の原因となること 
びあります。販売店や電気工事店にコン 
セントの交換を依頼してください。 


A 

0 
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0 
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テレビ、オーディオ機器、スピーカー等 
に機器を接続する場合は、それぞれの機 
器の取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、 
説明に従って接続してください。また、接 
続は指定のコードを使用してください。 

本機の上に重いちのや外枠からはみ出る 
ような大さなをのを置かないでくださ 
し、バランスびくずれて倒れたり、落下 
してけびの原因となることびあります。 

本機の上にテレビを置かないでくださ 
し、放熱や通風び妨げられて、乂災や故 
障の原因となることびあります。(取扱説 
明書でテレビの設置を認めている機器は 
除さます。） 

電源プラグを抜く時は、電源コードを 
弓 I っ張らないでください。コードび傷つ 
さ乂災-感電の原因となることびありま 
す。必ずプラグを持って抜いてください。 

電源を入れる前には音量を最小にしてく 
ださい。突然大さな音び出て聴力障害な 
どの原因となることびあります。 


0 


着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
び付属している場合のごを意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他 
の電気製品ではご使用になれません。他 
の電気製品で使用した場合、発熱により 
乂災•感電の原因となることびあります。 
また電源コードは本製品に付属のちのし^ 
外は使用しないでください。他の電源 
コードを使用した場合、この機器の本来 
の性能び出ないことや、電流容量不足に 
よる発熱から乂災-感電の原因となるこ 
とびあります。 


使用方法 


使用環境 



この機器に水び入ったり、めらさないよ 
ラにごを意ください。乂災-感電の原因 
となります。雨天、降雪中、海岸、水辺 
での使用は特にごま意ください。 

風呂場、シャワー室等では使用しないで 
ください。乂災•感電の原因となります。 

表示された電源電圧（交流100ボルト 
50 Hz /60 Hz ) じ(外の電圧で使用しな 
いでください。乂災-感電の原因となり 
ます。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみ 
です。船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続 
しないでください。乂災の原因となりま 
す。 


確) 

Q 

(D 


本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化 
粧品、薬品や水などの入った容器または 
ルさな金属物を置かないでください。こ 
ぼれたり、中に入った場合、乂災•感電 
の原因となります。 

めれた手で（電源）プラグを抜さ差しし 
ないでください。感電の原因となること 
びあ0ます。 

本機の通風孔などから、内部に金属類や 
燃えやすいわのなどを差し込んだり、落 
とし込んだりしないでください。乂災 • 
感電の原因となります。特にお子様のい 
るご家庭ではごミち意ください。 

本機のカバーを外したり、改造したりし 
ないでください。内部には電圧の高い部 
分びあり、乂災•感電の原因となります。 
内部の点検-整備.修理は販売店にご依 
頼ください。 

電源コードを傷つけたり、加工したり、無 
理に巧げたり、ねじったり、引っ張った 
り、加熱したりしないでください。コード 
び破損して乂災•感電の原因となります。 
コードび傷んだら（お線の露出、断線な 
ど)、販売店に交換をご依頼ください。 

雷び鳴り出したらアンテナ線や電源プラ 
グには触れないでください。感電の原因 
となります。 


A ミ主意 


hr ちこ 
ど落る 
な。な 
ろいと 
こさ因 
とだ原 
たくの 
いでび 
傾いけ 
やなて 
上かし 
の置り。 
4 口にたす 
た所れま 
い場倒り 
つな、あ 
らおり び 
ぐ安たと 


鈍置と 
化に因 
撫所原 
d 場の 
巧3電 
敷感 

巧こ火。 
やほ。す 
拾はいま 
理いさり 
調るだあ 
を叔くび 
機気でと 
本湿いこ 


0 0 


Ja 






• 長時間音び歪んだ状態で使わないでくだ 
さい。スピーカーび発熱し、乂災の原因 
となることびあります。 

• 本機に乗ったり、ぶら下びったりしない 
でください。特にお子様はごま意くださ 
し、。倒れたり、こわれたりしてけびの原 
因になることびあります。 

• へッドホンをご使用になるときは、音量 
を上げすざないよラにごま意ください。 
ちを刺激するよラな大さな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 
ことびあります。 

• 旅行などで長期間ご使用にならない時 
は、安全のため必ず電源プラグをコンセ 
ントから抜いてください。 


電源コードを熱器具に近づけないでくだ 
さい。コードの被ふくび溶けて、乂災 • 
感電の原因となることびあります。 

m 移動させる場合は、電源スイッチを切り 
必ず電源プラグを]ンセントから抜き、 
外部の接続コードを外してから、行って 
ください。コードび傷つさ乂災-感電の 
原因となることびあります。 


• 指定！;!外の電池は使用しないでくださ 
し、また、新しい電池とちい電池を混ぜ 
て使用しないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災-けびや周囲を汚損 
する原因となることびあります。 

• 電池を機器内に挿入する場合、極性表示 
(プラス什)マイナス（一 ) の向き)にミち意 
し、表示どおりに入れてください。間違 
えると電池の破裂、液漏れにより、乂災 • 
けびや周囲を巧損する原因となることび 
あ0ます。 

• 長時間使用しない時は、電池を取り出し 
ておいてください。電池から液び漏れて 
乂災、けび、周囲をミち損する原因となる 
ことがあります。もし液び漏れた場合は、 
電池ケースについた液をよく拭さ取って 
から新しい電池を入れてください。また 
万一、漏れた液び身体についた時は、水 
でよく洗い流してください。 

• 電池は加熱したり分解したり、乂や水の 
中に入れないでください。電池の破裂、 
液漏れにより、乂災、けびの原因となる 
ことびあります。 


電池 
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♦ 電源の供給を完全に停止ずるためには、電源 
プラグ(遮断装置）を抜く必要びありまず。万 
一の事故に備え、本機を電源コンセントの近 
くに設置し、電源プラグ（遮断装置）に容易 
に手び届くように設置してください。 


♦ 機器本体の POWER ボタンで電源を切って 
も、電源の供給は停止しません。電源の供給 
を完全に停止ずるためには、電源プラグ（遮 
断装置）を巧く必要びありまず。旅行などで 
長期間、この製品をご使用にな5ないときに 
はま全のため必ず電源プラグ（遮断装置）を 
コンセントか5巧いてください。义災の原因 
となることびありまず。 


A 注意 

♦ 表示部び消えていても電源の供給は停止しま 
せん。電源の供給を完全に停止ずるためには、 
電源プラグ（遮断装置）を巧く必要びありま 
ず。旅巧などで長期間、この製品をご使用に 
な5ないときにはま全のため必ず電源プラグ 
(遮断装置）をコンセントか5巧いてくださ 
し、。义災の原因となることびありまず。 


0禁止 

♦ 付属の電源コードはこの機器のみで使用ずることを目的とした専用部品でず。他の電気製品では 
ご使用になれません。他の電気製品で使用した場合、発熱により乂災•感電の原因となることび 
ありまず。また電源コードは本製品に付属のもの m がは使用しないでくださし他の電源コード 
を使用した場合、この機器の本来の性能び出ないことや、電流容量不足による発熱か5义災•感 
電の原因となることびありまず。 


Q 本機の放熱について 

♦ 本機を設置ずる場合には、壁か510 cm じ(上の間隔をおいてください。また、放熱をよくずる 
ために、他の機器との間は少し離して設置してくださしラックなどに入れるときには、本機の 
天面か510 cm 似上、背面か510 側面か510 cm 似上のずきまをあけてくださ 

し、。内部に熱びこもり、乂災の原因となることびありまず。 
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Qi 備ずる 


S 扇する 

特長 

-高音質パーツ採用 

• ショットキーバ U アダイオード 
• メタルインシュレーター 
-金メッキ端テ 

• 高 S / N バランスタイプアンテナ入力 
( AM ) 

-ステーションネームメモリー機能 
( FM/AM 100局） 

-オートプリセットメモリー機能 

• MPX モード 


付属品を確認ずる 

下の付属品びあることをご確認ください。 

• U モコン 

• U チウム電池に R 2 日2己)* 

* U モコンに内蔵されています。 

-電源コード 

• FM アンテナ 

• AM ループアンテナ 
• 才ー ディ オコー ド 

• SR ケーブル 
-保証書 

-取扱説明書 

リモコンに電池を入れる 

電池は U チウム電池 （ CR 2 日2已）を使用しま 
す。電池はあらかじめ U モコンに挿入されてい 
るので、保護シートを引っ張って外してからご 
使用ください。 



1ツメをちへ巧しなび6電池ホルダーを引を 
出す。 

2リチウム電池を©、©正しく入れる。 

©側び、ホルダーの上面になるように入れま 
す。 


準備ずる 


3電池ホルダーをはめ込む。 
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A 警告 

リチウム電池にごいて 

• 幼児の手の届かないところに置いてくださ 
い。 


リモコンの操作節囲 

本機を IJ モコンで操作するときは、 U モコンを 
フ□ントパネルの IJ モコン信号受光部に向けて 
<ださい。 


-万一飲み込んだ場合にはただちに医師と相 
談してください。 

-分解、乂に投入、充電、加熱、八ンダ付け、 
ショートはしないで < ださい。 

-電池を直射曰光の強いところや、炎天下の 
車内•ス I -ーブの前などの高温の場所で使 
用-放置しないでください。電池の液をれ、 
発熱、破裂、発乂の原因になります。また、 
電池の性能や寿命び低下することびありま 
す。 

d ミち意 

-長い間 （1 力月じ(上）使用しないときは U 
チウム電池の液ちれを防ぐために U チウム 
電池を取り出してください。もし、液をれ 
を起こしたときは、ケース内についた液を 
よく}式き取ってから新しい U チウム電池を 
入れて < ださい。 

-不要となった U チウム電池を廃棄する場合 
は、各地ち自治体の指示（条例）に従って 
処理してください。 


- U モコン受光部との間に障害物びあったり、 
受光部との角度び悪いと IJ モコン操作びで 
さない場合びあります。 

-赤外線を出す機器の近くで本機を使用した 
り、赤外線を利用した他の U モコン装置を 
使用したりすると、誤動作することびあり 
ます。逆に赤外線によってコント□ールさ 
れる他の機器を使用時にこの U モコンを操 
作すると、その機器を誤動作させることび 
あります。 


- U モコンの操作巧能範囲び極端に狭くなっ 
てさたら電池を交換してください。 

-直射日光や堂光好の強い光び IJ モコン受光 
部に直接当たると、 U モコン操作でさない 
ことびあります。そのようなとさは、設置 
場所を変えたり、堂光好を離してください。 







こ準備 TS 


本機を設置ずる 

-本機を設置するとさは、必ず平らで安定し 
た面に設置してください。 

次の場所には本機を設置しないでください。 

-テレビの上（映像び歪むことびあります） 

-カセットデッキまたは磁気を発する機器の近 
く（音声に悪影響を与えることびあります） 

-直接曰光の当たる場所 
-湿気のある場所 
-高温または低温の場所 
-振動のある場所 
-ほこりの多い場所 

-台所など煙び出たり油を使用する場所 


設置について 

• 放熱のため、本機の上に物を置いたり、巧 
やシートなどを被せた状態でのご使用は絶 
対におやめ<ださい。異常発熱により故障 
の原因となる場合びあります。 

-ラックなどに設置する場合は、上部に 
10 cm 1；(上空間をあけてください。 



10 cm な上離す 


本機 


準備ずる 


Ja 














第 2 章: 

接続 


接続コードについて 

コードやケーブルを本機の上や近くに置かない 
よラま意してください。コードやケーブルび本 
機の上に置かれていると、本機の電源装置から 
磁場び生じて、スピーカーから雑音び発生する 
ことびあります。 

Ass 

-機器の接続を行ラとさは、必ず電源を切り、 
電源コードをコンセントから抜いてください。 

-電源コードは最後に接続してください。 

-電源コードを抜くとさは、必ず本機の電源 
を切ってから抜いてください。 


アナ□グオーディオコード 

アナ□グのオーディオ機器に接続するには、オー 
ディオコードを使用します。一般的なホ/白プラ 
グのケーブルで、ホいプラグを R (ち）端テに、 
白いプラグを L (左）端テに接続します。 


アナ□グオーディオコード 



アンテナを接続ずる 

AM ループアンテナと FM アンテナを下図のように接続します。受信状態と音質を良好にするには 
外部アンテナの接続をお勧めします（下記の「外部アンテナを接続する」をご覽ください)。 





































1 AM アンテナコードの両端の被覆をはがす。 

2端子のツメを開いて AM アンテナコードの 
両端を確実に是し込み、ツメを閉じて固定す 
る。 

3 AM ループアンテナを組み立てる。 

AM ループアンテナは左ページの図 a 〜 b をご 
覽になり組み立ててください。 

-壁などに取り付けるとさは、受信状態の良 
い場所にネジや画びようなどを使って取り 
付けます（図 C )。 


4受信が態び良くて平6な場所に AM アンテ 
ナを設置する。 

百 AM ループアンテナと同様に FM アンテナ 
を接続する。 

FM アンテナは受信状態を良好にするために、 

壁や窓枠などに沿って縦ち向に十分に伸ばして 接 
ください。 続 


か部アンテナを接続ずる 



FM の受信感度を上げるために AM の受信感度を上げるために 

F 型コネクターを使って、屋外用 FM アンテナ 付属の AM ループアンテナを接続したまま、 

を接続します。 已 m 〜目 m の長さの AM 外部アンテナ（ビ 

二ール被覆線）を AM LOOP 端テに接続しま 
す。屋外に設置するとさは、受信感度を上げ 
るためアンテナを水平に伸ばして使用してく 
ださい。 



Ja 


















































オーディオ機器を接続ずる 

下図のように、付属のオーディオコードを使つ 
て本機の出力端子とアンプの TUNER 入力端テ 
を接続します。1プラグは奥までしっかりと差し 
込みます。 




アンプ 


回メモ 

1アンプ側に TUNER 入力端テびない場合は、 LINE 端テ、 AUX 端テなどに接続してください。 

















他のパイオニア製品をつないで集中コントロールする 

コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を本機と接続すると、アンプに付属の 
U モコンを使って基本操作をすることびできます。 

下図のように付属の SR コードを使って、本機のコント□ール入力端テとアンプのコント□ール出 
力端テをつなざます。 

本機の他にもアンプの U モコンを使って操作する機器びあるとさは、本機のコント□ール出力端子 
とその機器のコント□ール入力端テをつなざます。 


アンプ 


CD プレーヤーなど 



電源コードを接続する 

すべての接続び終了したら電源コードを家庭用 
電源コンセント ( AC 100 V )に接続します 。 J 

d ミち意 

-本機の電源コードは着脱式になっています 
び、付属しているコード（電流容量に A 、 
本機側 2 P プラグインソケットち式）外 
の電源コードはご使用にならないでくださ 
い。 


0 メモ 

1•旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず主電源を切る、または電源コンセントから電源コードを抜いておい 
てください。ただし、 ] 力月程度主電源を切ったり、電源コードを抜いた状態にしておくと、本機で設定した各種設 
定び U セットされますのでごを意ください。 

-電源コードを抜くとさは必ず主電源を切ってからコードを抜いてください。 

-本機びスタンバイ状態のときに POWER ボタンを巧して電源をオフにした場合、再び POWER ボタンを押しても電 
源はオンになりません。 U モコンのむボタン、または本体の POWER ボタンしソ外のボタンを巧して、電源をオンに 
してください。 

-本機びスタンバイ状態のとさに電源コードを抜いて電源をオフにした場合、再び電源コードを挿しても電源はオンに 
なりません。 U モコンのむボタン、または本体の POWER ボタンじ(外のボタンを巧して、電源をオンにしてくださ 
い。 

-停電などで家庭用電源び遮断されてしまった場合、電源復旧後の本機の状態は政下のよラになります。 

復旧時点で POWER ボタンび ON ^復旧前の状態で復帰します。 

復旧時点で POWER ボタンび OFF ^通常の電源オフの状態になります。 

復旧前びスタンバイ状態の場合は、復旧後わスタンバイ状態のままになります。 
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のち频 

本化前面 



1 POWER (皿 OFF /_ ON ) 

主電源を入れます/切ります。 

電源を入れるとインジケーターび点灯します。 

2 STANDBY インジケーター 

スタンバイ (待機状態）中に点好します。 

3表巧窓 

4 AUTO インジケーター 

AUTO モードのときに点灯します。 

5 TUNED インジケーター 

ラジオ放送を受信しているとさに点打します。 

巨 STEREO インジケーター 

ステ レオ放送で受信しているとさはホく点灯し 
ます。モノラル放送で受信しているとさは消灯 
します。 

MPX モードを MONORAL に設定していると 
青く点好します。 


7 BAND 

押すたびに FM / AM 受信バンドび切り換わりま 
す。 

8 MENU 

ボタンを押すと MENU モードに入ります。 

9 TUNING/PRESET つまみ 

放送を聞くとさ周波数を合わせます。時計回り 
に回すと周波数び上びり、反対に回すと周波数 
び下びります。プ U セット選局では、つまみを 
回してステーションナンバーを選べます。また 
放送局名を入力するとさ、文宇を選択します。 

10 U モコンま光部 









































〔る部〇名祿 


11 MPX 

ボタンを押すたびに受信状況び1；(下のように切 
り換わります。 

STEREO —ステレオ放送は自動的にステレオ 
放送になります。（インジケーターび赤色に点 
灯します） 

MONORAL —ステレオ放送も強制的にモノラ 
ルになります。（インジケーターび青色に点打 
します） 

電波び弱くステレオ受信ではノイズび大さい場 
合、 MONORAL にするとノイズを低減させる 
ことびでさます。 

受信電波び弱いとき、 STEREO にすると出力 
び自動的にミュートされます。その場合に 
MONORAL にすると、弱い電波を聞くことび 
でさます。 

放送局をプ U セットするときに MONORAL 
または STEREO に設定しておくと、設定モー 
ドび放送局ごとに記憶されます。 


12 AUTO PRESET 

FM または AM 放送を受信している状態で押す 
と、受信可能な放送局を自動的にサーチし、最 
大 ] 日日局まで自動でプ U セツトチャンネルに 
登録します。 A ] チャンネルから順に登録され 
ます。 （19 ページ） 

液晶表示素子 ( LCD ) について 

本機で使用している液晶表示素テは、温度によ 
り色び変化する性質を持っています。室温び適 
温でない場合や長時間動作させた場合に色調び 
灰色に変化したり、表示内容び切り換わる速度 
び低下したりすることびありますび、温度び適 
温になれば元に戻りますので安むしてご使用く 
ださい。 


各部の名赖 




y モコン 



Q -國國国國- Q 



1 6 

本機の電源を入れます/スタンバイ（待機状 
態）にします。 

2 ステーシヨンコール/ナンバーボタン 

放送局をプ U セットするときや、プ U セットし 
た放送を受信するとさに使います。また、ダイ 
レクト選局をするとさの周波数の入力に使いま 
す。 

3 MEMORY 

放送局をプ U セットするとさ、放送局名入力の 
とさに使います。 

4 MENU 

ボタンを押すと MENU モードに入ります。 


巨 MPX 

ボタンを押すたびに受信状況び下のように切 
り換わります。 

STEREO —ステレオ放送は自動的にステレオ放 
送になります。（インジケーターび赤色に点灯 
します） 

MONORAL —ステレオ放送も強制的にモノラ 
ルになります。（インジケーターび青色に点灯 
します） 

7 VOLUME +/- 

パイオニア製アンプの音量を調整します。 

8 DIMMER 

フ□ントパネル表示部の明るさを3段階で切り 
換えます。 

9 キャラクターポタン 

プ U セツトした放送局名を選局するとさに使い 
ます。 （18 ページ） 

10 A . PRESET / A.TUNE 

FM 放送を受信している状態で巧すと、ステレ 
才で受信可能な放送局を自動的にサーチし、最 
大1日日局まで自動でプ1」セツトチャンネルに 
登録します。 A ] チャンネルから順に登録され 
ます。 

11チューニングボタン 
TUNE +/- 

ラジオの周波数を合わせます （17 ページ)。 

ST + / — 

記憶したラジオ放送局を呼び出します 
(18ぺージ)。 

12 MUTE 

パイオニア製アンプの音量を消音します。 


5 BAND 

押すたびに FM / AM 受信バンドび切り換わりま 
す。 

























操作のしかた 


第4章： 

操作のしかた 


ラジオ放送を聞< 

放送局を受信するには自動選局（オートチュー 
ニング）と手動選局（マニュアルチューニン 
グ）のち法びあります。一度受信した放送局は 
記憶させて、呼び出すことちでさます。詳しく 
は「放送局を記憶する」（下記）をご覽くださ 
い。 

1本機びスタンバイが態であることをお認し、 
リモコンの6ボタンを巧して電源を入れる。 
本体前面の POWER インジケーターび点灯し 
ていることを確認してください。 

2 BAND ボタンを巧して放送局を受信する。 

3 MENU ボタンを}甲す。 

4 TUNING / PRESET つまみを回して 
Search Mode を選んで、 TUNING / 
PRESET つまみを巧す。 

5 TUNING / PRESET つまみを回して 、 jy 
下のいずれかのモードを選び、 TUNING / 
PRESET つまみを巧すかリモコンの ENTER 
ボタンを巧して巧定する。 

下の2つのち法で選局でさます。 

才ートチューニング ( AUTO ) 

本体側の TUNING/PRESET つまみを回 
す、または U モコンの TUNE +/— ボタン 
を押して、周波数び動さはじめたら指を離 
します。自動で放送局を探し、受信すると 
止まります。次の放送局を探すとさはもう 
一度押してください。 


マニュアルチューニング ( MANUAL ) 
本体側の TUNING/PRESET つまみを回 
す、または U モコンの TUNE + /- ボタ 
ンを押すたびに]ステップずつ周波数を移 
動します cJ 

FM の受信で STEREO インジケーターび点好 
せず受信状態び悪いとさは、 MPX ボタンを巧 
してモノラル受信に切り換えます。受信状態び 
良くなり放送び聞きやすくなります。 * 2 3 

放送局を記憶する 

本機では、よく聞く放送局を八〜」に各1日 
局ずつ、合計]日日局まで記憶することびでさ 
ます。3 

1 MENU ボタンを}甲す。 

2 TUNING / PRESET つまみを回して 
Memory を選んで、 TUNING/PRESET つ 
まみを}甲す。 

プ U セットモードになり、プ U セットチヤンネ 
ル番号び点滅します。 

3 TUNING / PRESET つまみを回して、プ 
リセットチヤンネル番号を選んで MEMORY 
ボタンを巧して巧定する。 

さらに他の放送局をプ U セットしたい場合は、 
手順] 〜 3を繰り返してくださし、4 


0 メモ 

1 U モコンの TUNE +/— ボタンを0.己秒じ(上長押しすると、連続チューニングします。指を離すと止まります。 

2 STEREO インジケーターび青く点打します。 

3 FM 放送を記憶したとさは、 MPX の設定わ記憶されます。 

4プ U セットされている番号にプ U セットすると、前のメモ U —は消去されて、新しい放送局びプ U セットされます。 


各部の名赖操作のしかた 


Ja 






Oi 作のしかた 




記憶した放送局を採び出す 

放送局を呼び出すには、その前に放送局を記憶 
する必要びあります。放送局を記憶していない 
場合は、「放送局を記憶する」 （17 ページ）を 
ご覧ください。 

1 BAND ボタンを巧して放送局を受信する。 

2 MENU ボタンを押す。 

3 TUNING/PRESET ごまみを回して 
Search Mode を選んで、 TUNING/ 
PRESET つまみを巧す。 

4 TUNING/PRESET ごまみを回して 
Preset を選んで、 TUNING/PRESET つま 
みを巧すかリモコンの ENTER ボタンを巧し 
てみ定する。 

プ U セットサーチモードになります。 

已 TUNING/PRESET つまみを回して、呼 
び出したい放送局のステーションま号を選ぶ。 

U モコンの ST+/— ボタン、 ステーションコー 
ル/ナン八ーボタン、キヤラクターボタンを 

使って呼び出すこともでさます。 


記憶した放送局に名前をつける 

選局しやすいように、記憶した放送局に名前を 
つけることびでさます。 

1名前をつけたい放送局を選ぶ。1 

選局ち法については、「記憶した放送局を呼び 
出す」をご覽ください。 

2 MENU ボタンを}甲す。 

3 TUNING/PRESET つまみを回して 
Station Name を選んで、 TUNING / 
PRESET つまみを巧す。 

4 TUNING/PRESET つまみを巧すかリモ 
コンの ENTER ボタンを巧して巧定する。 

名前は8文字まで入力でさます。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
a bed era hijkimnopq rstuvwxyz 
0123456789 

!"#$%&■()*+,-./[ \ ]へ_:; <=>?[ スぺース] 

• フ□ントパネルの TUNING/PRESET つ 

まみまたはリモコンの ST +/— ボタンで文 
字を選びます。 

• フ□ントパネルの TUNING/PRESET つ 

まみを押すか、 IJ モコンの ENTER ボタン 
を押すと次の文字へカーソルび移動します。 
文字を入力せず空白のままにするには、ス 
ペースを入力してください。 

• 最後の文字を選んだあとにフ□ントパネル 

の TUNING/PRESET つまみを押すか、 

U モコンの ENTER ボタンを巧すと、名前 
び記憶されます。 

なヒント 

-入力した名前を消去するには、上記の手順 
4ですベてスペースを入力してください。 


回メモ 

1 FM/AM 合わせて ] 00 局まで最大日文字の局名を登録でさます。 







操作のしかた 


才ート7リセットのしかた 

1アンテナの接続を行い、放送局の受信をお 
認する。 

2 AUTO PRESET ボタンまたは 
A . PRESET / A . TUNE ボタンを巧して才ート 
プ IJ セットモードにする。 

3 TUNING / PRESET つまみを巧すかリモ 
コンの ENTER ボタンを巧して巧定する。 

放送局を自動的にサーチして、プリセットチャ 
ンネル " AT から順に記録していきます cJ 

ラストチャンネルメモリーにごいて 

• 次回電源を ON にした場合は、電源をスタ 
ンバイ状態にする前の状態（バンド、周波 
数、プ U セットチャンネル番号、モード設 
定など）になります。 

• この機能にはバックアップメモ U —を使用 
しています。メモ U —の内容は電源コード 
を抜いてから約2週間程度保持されます 
(機器の使用年月曰により保持される時間び 
短くなることびあります)。 


操作のしかた 


因メモ 

1電波び弱くプ U セットできない放送局は、手動でプ U セットしてくださし、 







第 5 章： 

その他 

故障かな？と思った S 

故障かな？と思ったら下を調べてみてください。意外なミスび故障と思われています。また、本 
機！;(外の原因も考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器もあわせてお 
調べください。 

1；(下の項目を調べても直らないとさは、修理を依頼してください。 


症が 改善策 


電源び入らない。 

-電源プラグびコンセントから抜けていませんか？電源プラグを正し 
く差し込んでください。 

-電源プラグび 、 AC IN 端テから抜けていませんか？電源プラグを正 
しく差し込んでください。 

-本機びスタンバイ状態のときに POWER ボタンを巧して電源を才 
フにしていませんか？再び POWER ボタンを巧しても電源はオン 
になりません。 U モコンの6ボタン、または本体の POWER ボタ 
ンじ(外のボタンを押して、電源をオンにしてください。 

-本機びスタンバイ状態のとさに電源コードを抜いて電源をオフにし 
ていませんか？再び電源コードを挿してち電源はオンになりませ 
ん。 U モコンの6ボタン、または本体の POWER ボタン外のボ 
タンを押して、電源をオンにしてください。 

音び出ない。 

-接続コードび端テから外れている。または、間違えて接続されてい 
ませんか？確実に接続してください。 

-端テや接続コードのピンプラグび巧れていませんか？端テやプラグ 
の巧れを}式さ取ってください。 

-パイオニア製アンプの MUTE ボタンび日 N になっていませんか？ 
OFF にしてください。 

-アンプの入力切り換えび TUNER にセットされていますか？入力切 
り換えを切り換えてください。 

-電源コードを数日間抜いていませんでしたか？放送局のプ U セット 
メモ U —び消去された可能性びあります。再登録してください。 

-他の機器（アンプなど）の操作を間違えていませんか？他の機器の 
取扱説明書を参照してください。 

U モコン操作びでさない 
(他機器を U モコンで操作で 
さない)。 

- IJ モコンに電池は入っていますか？または電池び消耗していません 
か？電池の入れちを間違えていませんか？電池を正しく入れてくだ 
さい。または新しい電池に交換してください。 

-本機と距離び離れすざていませんか？または角度び悪くありません 
か？ U モコンは本機との距離び約7 m 内、前面パネルとの角度 
び左ちにそれぞれ3日° 内で操作してください。 

-本機との間に障害物びありませんか？ U モコンの操作場所を変える 
か、障害物を取り除いて操作してください。 

-他機器のシステムコント□ールコードは接続されていますか？正し 
く接続してください。 

-堂光灯などの強い光び U モコン信号受光部に当たっていませんか？ 

IJ モコン信号受光部に光び直接当たらないようにしてください。 









その他 


雑音び多い。 


く FM の場合> 

-放送局の電波び弱くありませんか？ FM 専用の外部アンテナに交換 
してください。または MPX ボタンを押して、モノラル放送を受信 
してください。 

-他の機器の雑音び入っていませんか？アンテナを取り付ける位置や 
方向を変えてみてください。 

-受信場所の近くに山や高い建物びあって、マルチパス（受信アンテ 
ナに直接受信される電波と、山や建物に反射して受信される電波び 
互いに影響しあうことにより、音びにごったり、雑音び生じたりす 
る現象）び発生していませんか？アンテナを取り付ける位置やち向 
を変えてみてください。 

く AM の場合> 

-付属の AM ループアンテナの向さび悪くありませんか？アンテナの 
方向を変えてみてください。 

-他の機器の雑音び入っていませんか？雑音を発生させる機器の使用 
を止めるか、またはその機器とアンテナとを遠ざけてください。 


本機を初期化する 

下の手順で、本機のすべての設定を工場出荷 
時の状態に初期化します。初期化はフ□ントパ 
ネルで行います。 

1本化の POWER ボタンを巧して、電源を 
オフにする。 

2 MENU ボタンを巧しなび6本はの 
POWER ボタンを巧して電源をオンにする。 

3表巧部に Memory Clear ? と表巧される 
ので、本はの TUNING/PRESET つまみ、ま 
たはリモコンの ST +/—ボタンで Yes か No 
を選択し、巧定ポタンを巧します。 

Yes を選択すると工場出荷時の状態に初期化 
してからスタンバイ状態になり、 No を選択す 
るとそのままスタンバイ状態になります。 


電源コードについてのミ主意 

電源コードは電源プラグ部を持って取り扱って 
ください。ショートや感電の原因となるため、 
コードを引っ張ってプラグを抜いたり、めれた 
手で電源コードに触れたりしないでください。 
電源コードを傷つけないため、本機や家具の下 
敷さにならないようにしてください。電源コー 
ドは結び目を作ったり、他のコードと一緒に結 
んだりしないで < ださい。 

電源コードは、踏みつけられないように配線し 
てください。破損したコードは乂災や感電を引 
さ起こします。電源コードに破損びないかを定 
期的に確認してください。 

もし破損していたら、お買い上げの販売店へ交 
換を依頼してください。 


その他 







本機のお手入れについて 

• 磨さ巧や乾いた巧で、表面のほこりや巧れ 
をおさ取ってください。 

• 表面び巧れているとさは、中性洗剤を水で 
己〜6倍に薄めたをのに柔らかい布を浸し 
てよく絞って、巧れを}式き取り、乾燥した 
巧でから}式さします。家具用のワックスや 
洗剤は使用しないでください。 

-製品の表面びさびることびありますので、 
シンナー、ベンジン、殺虫剤などを製品に 
かけたり、製品の近くで使用しないでくだ 
さい。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるちの 
です。隣近所への思いやりを十分にいたしま 


しぶラ。 

ステレオの音量は、あなたのむびけ次第で大さ 
くをルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすい 
ちのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配り 
ましよう。近所へ音び漏れないように窓を開 
め、お互いに必を配り、快い生活環境を守りま 
しぶラ。 


仕様 

FM チユーナー部 

受信周波数 . 76.0 MHz 〜9日.日 MHz 

実用感度 ..... モノラル：1 1.3 dBf (1 .日/ A //7 已 Q ) 
S / N 己0犯感度 

. モノラル： 21.3 dBf なとが n ろな) 

SN 比 （8 己 dBf 入力時） . モノラル： 76服 

. ステレオ： 7己 dB 

高調波歪率 . ステレオ：日.3 % (1 kHz ) 

実効選択度 . 75 dB (±400 kHz ) 

ステレオ セパレーシヨン . 4已 d 目 （1 kHz ) 

周波数特性 . 30 Hz 〜]已 kHz (±1 dB ) 

イメージ妨害比 . 90 d 目 

IF 妨害比 . 95 dB 

アンテナ . 7己 Q 不均衡型 


AM チユーナー部 

受信周波数 . 己22 kHz 〜1629 kHz 

受信感度（付属ループアンテナ） ......... 3己日/ A//m 

選択度 . 33 dB (±9 kHz ) 

SN 比 . 


. 已已 dB 

イメージ妨害比 . 35 dB 

IF 妨害比 . 目曰 d 目 

アンテナ . ループアンテナ（付属） 


出力部 

出力端子（出カレベル/出カインピーダンス） 

FM (100 % 変調） . 668 mV /1 kQ 

AM (30 〇/〇変調） .] 已日 mV /] kQ 


電源部-その他 

電源 . AC 100 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 . 8 W 

スタンバイ時消費電力 . 0.5 W 

外形寸法（幅 X 高さ X 奥行） 

. 420 mm x 78 mm x 344 mm 

本体質量 . 曰.日 kg 

付属品 

U モコン . 1 

U チクム電池 （ CR 202己） . 1 

電源コード . 1 

FM アンテナ . 1 

AM ループアンテナ . 1 

オーディオコード . 1 

SR ケーブル . 1 

保証書 . 1 

取扱説明書 


-仕様と外観は改良のため予告な<変更する 
ことびあります。 






































その他 


保証とアフターサービス 
保証書（別添） 

保証書は、必ず「販売店名-購入曰」などの記 
入を確かめて販売店から受け取っていたださ、 
内容をよくお読みのうえ、大切に保管してくだ 
さい。 

保証期間はご購入曰か61年間です。 

補修用性能部品の保ち期間 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打ち 
切り後8年間保有しています。性能部品とはそ 
の製品の機能を維持するために必要な部品です。 

修理に関ずるご質問、ご相談 

お買い巧めの販売店へご相談-ご依頼ください。 

修理を依*!されるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の「故障かな？ 
と思ったら」の項目をご確認ください。それでを 
異常のあるとさは、必ず電源プラグを抜いてから、 
販売店へご依頼ください。ご転居されたり、ご贈 
答品などで、お買いまめの販売店に修理のご依頼 
びでさない場合は、裏表紙の「ご相談窓□のご案 
内」-「修理窓□のご案刚をご覧になり、修理受 
付センターにご相談くださしん 


■ 連絡していただをたい内容 

• ご住所 
• お名前 
-お電話番号 

• 製品名： FM / AM チューナ ー 
• 型番： F - F 3 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 
-訪問ご希望曰 

-ご自宅までの道順と目標（建物や公園など) 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示<ださい。保 
証書に記載されている当社の保証規定に基づさ 
修理いたします。 

■ 保証期間が週ぎているとまは： 

修理すれば使用でさる製品については、ご希望 
により有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記の注意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1 . 一般家庭用]^:>(外での使用（例：店舗などにおける 
BGM を目的とした長時間使用、車両•船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ U ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フオンを接続する場合はマイク□フオンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むよラな大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよラな大音量で再生 
しないで < ださい。 

S26Ja 


故障や事故防止のためずぐに使用 
を中止し、電源プラグをコンセン 
卜か!5巧き、「保証とアフターヴ 
ービス」（上記）をお読みのうえ、 
修理受付センター（裏表紙）に点 
検をご依頼ください。 





その他 













サービスステーシヨン IJ スト 

認定店は不在の場合もございますので、持ち込み希望のお客様は 修理受付センタ~ にご確認くださ 
い。サービス拠点への電話は、 修理受付センタ~で お受けします。(沖縄のちは沖縄サービスステー 
シヨンでお受けします。） 


ヴービス拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします。（ミ中縄県のちはミ中縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


•化海道地区 

☆札幌サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 0り-目 11- 已目94 
FAX 0] 6白-已已 -7207 
FAX 0] 已已 -23-77 已7 
FAX 0138-40-6473 


受付ち〜金日:30〜18:00 (± .曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付 9:30-12:00, 13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
〒〇日 4-0822 札幌市中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -0831 旭川市旭町1条] T 目 438-8 日 
干 080-001 日帯広市西日条南 28T 目 1-1 
干041 -08 ] 1函館市富岡町 2- 1 8-7 


参東北地区 


☆仙台サービスセンター 

FAX 

022-37 已 -499 己 

山形サービス認定店 

FAX 

023-巨 1 已 -1627 

郡山サービス認定店 

FAX 

□24-99]-74 巨6 

盛岡サービス認定店 

FAX 

0] 9-日已 9- 189已 

青森サービス認定店 

FAX 

0] 7-73 己-2438 

八戸サービス認定店 

FAX 

□ ] 78-44-3351 

串乂田サービス認定店 

FAX 

0] 8-8 目 9-7401 


受付月〜金9:30〜1柱00 (± ■日■祝.弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

〒日81 -3] 21仙台市泉区上谷刈 6-10-2 目 
干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

〒日巨 3-S861 郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル 1FD 号 
干020 -00 日1盛岡市下太田下川原1已3-] 

干030 -0821 青森市勝田 2-16- 10 
干 03]-0802 八戸市ル中野 3-16-8 
干010 -0802 が田市外旭川字梶の目34目-] 


•東京都内 受付ち〜± 9:30〜18:00 ( 曰•祝■弊社休業曰は除く） 

巧田谷サービスステーシヨン FAX 03-3419-4234 干]已己 -0032 世田谷区代ミ尺 4-2 己-日 

北東京ヴービスステーシヨン FAX 03-3944-7800 干] 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1F 

多摩ヴービスステーシヨン FAX 042-已24-已目47 干] 90-0003 立川市栄町 4-18-1 エクセル立川] F 


•関東*甲信越地区 

な千葉サービスセンター 
松戸サービス認定店 
水戸サービス認定店 
つくばサービス認定店 
☆埼玉サービスセンター 
川越サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新漏サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
☆巧奈川サービスセンター 
横お北サービス認定店 
ネ申奈川西サービス認定店 
兰宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 

043-207-2 已己己 

FAX 

047-340- 巳〇已 2 

FAX 

029 -248-130 巨 

FAX 

0298-已8-] 3 白 9 

FAX 

048-日己 1-8030 

FAX 

049-233 -目已 8] 

FAX 

028 -6 已7-已882 

FAX 

0270 -22- 18已9 

FAX 

02已 -374 -己7己巨 

FAX 

02已9-巨 3-3400 ' 

FAX 

04已-白 43-3788 

FAX 

04已-吕 43-31 已已 

FAX 

046-231-1209 

FAX 

04994-日-124巨 

FAX 

02巨 3-48-0 已7已 

FAX 

02巨-229-已2已〇 

FAX 

〇己已 -228-8003 


受付月〜金曰:30〜18:00 (± •日' 祝' 弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (脾社休業曰は除く） 

干2日 3-00] 4千葉市稲毛区作草部町136目-]椎の実八イツ] F 
干 270-002] 松戸市ル金原 4-9-23 
干3 ] 0-0844 水戸市住吉町307 -4 
干30己-004己つ < ば市梅園 2-2 -日 
干33 1-08] 2さいたま市化区宜原町 1-310-1 
干3已 0-0804 JI I越市下広谷 1128-11 
干32 1-09] 2宇都宮市石井町 3373-1 

干 372-080] 伊勢崎市宮テ町1 ] 91 -17 パサージュ808伊勢崎1〔 
干9已 0-0 日82新漏市堀之内南1 -20-11 
干目已 2- 1209佐ミ度市金井町千種11已 8- 1 

干 224-0037 横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデ ユール 茅ヶ崎 
干 224-003 巨横お市都筑区勝田南 1-1 日-17 
干 243-0422 海を名市中新田 4-10- 己3中山ビル 1F 
干100 -121] 兰宅村大字坪田 

干 390-08 已2松本市大字島立180-已パイオニア松本拠点 1F 
干380 -093 己長野市中御所1 -24 
干400 -003 己甲府市飯田 4-9-1 4 


•中部地区 


☆名ち匡サービスセンター 

FAX 

〇已 2 -已 32-1148 

岡崎サービス認定店 

FAX 

0 己巨 4-33-7080 

まサービス認定店 

FAX 

0己白-吕] 3-巨712 

岐阜サービス認定店 

FAX 

〇已 8-274 -已2已巨 

静岡サービス認定店 

FAX 

054-237-5691 

沼津サービス認定店 

FAX 

〇己已 -9 巨 7-84 已己 

浜松サービス認定店 

FAX 

053-422-1401 

金沢サービス認定店 

FAX 

07巨- 240-0 已己〇 

富山サービス認定店 

FAX 

076-42 己-3027 

福井サービス認定店 

FAX 

0776-27-] 768 


受付月〜金日:30〜18:00吐-曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜わ受付日:3□〜12の0、 13:00-18:00 (興社休業曰は除く） 
干4已1 -00 日3名ち屋市西区巧切 2-8- 18 
干 444-0 日 3] 岡崎市大和町字荒田 36-1 大和ビレッジ目-1 
〒已] 4-082] 津市垂水已22-已 
干已 00-83 已日岐阜市六条江東 1-1-3 
干 422-8034 静岡市駿巧区高松 1-6 -已 
干 4] 0-0876 沼津市化今ミ尺 12-7 
干43已 -0042 浜ネ公市擦ヶ瀬町41已ビラモデルナ已号 
干 920-0362 金沢市ち府 3-60-1K2 ビル 1F 
干日 39-82 ]] 富山市二□町1 -7- 1 
干91 0-0001 福井市大願寺3-已 -9 


















^ その他 


•関西地区 

☆大阪サービスセンター 
大阪南サービス認定店 
ネ申戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


FAX 

0 巨-巨 310 -9] 20 

FAX 

0722 -7 已 -2 曰 2 已 

FAX 

078 -2 己已 -0832 

FAX 

0792- 己]- 2 巨巳 6 

FAX 

□734-4 巨- 302 己 

FAX 

07 已 -3 已 2-2 已 88 

FAX 

0742 -3 巨- 87] 3 

FAX 

0773 -吕 4 -已 37 已 


受付月〜金9:30〜18:00化•曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜1日:00 (弊社休業日は除く） 

〒已 64-00 已 2 吹田市広芝町已 -8 

〒己 93-8322 巧市西区津义野町 1-8-1 已□-ズマンション 1F 
干 6 已 1-0093 巧戸市中央区二宮の 1T 目 10-1 □—レル兰宮ノースアベニュー 1F 
干 671 -0224 姫路市別所町佐 ±4-2 
干 64 1-0021 和歌山市和歌浦東 3-1-2 已 

干 600 -8322 京都市下京区西洞院通五条東南角ル柳町已 13-2 五条义巧田ビル 1F 
干 630-ST32 奈良市大森西町 2 1-26 
干 620 -00 已已福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


•中国-四国地区 

☆広島サービスセンター FAX 

岡山ヴービス認定店 FAX 

松江ヴービス認定店 FAX 

福山サービス認定店 FAX 

鳥取ヴービス認定店 FAX 

徳山ヴービス認定店 FAX 

高松サービス ステーシヨ ン FAX 
徳島ヴービス認定店 FAX 

高巧ヴービス認定店 FAX 

松山ヴービス認定店 FAX 


受付月〜金9:30〜18:00化■曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

082 -248-9 日 3 日 干 730-0041 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1F 
08 日- 244-8748 干 700 -0 日 7 己岡山市今 8-1 己- 2] 

08 已 2-22-777 目干 690-0017 松江市西津田 4 -已 -40 (有）テクピット内 
0849-31-2791 干 720 -081 已福山市里す上田 J3- 1 2-9 
08 己 7-29- 1290 干 680 -00 已 1 鳥取市立 J II 田 J 已- 240 -1 
0834 -33 -已 7 已目干 74 已 -000 目周南市巧富町 3-1 1 森広事務所 1F 
087 -8 日]- 4841 干 7 日 0-0078 高松市今里町]- 16-1 

□88 -巨己 9 -已 07 己干 770 -8023 徳島市月劳占田 J 中須 92-1 大ホ公ジ '3 U 力地下] P 皆 103 号 
08 目- 802-3321 干 780-00 已 1 高ミ□市愛岩町 3-12-1 3 晃栄ビ J レ 1 F 
089-91]- 己巨 08 干 79]-8013 松山市山越已 -12-8 


♦九州地区 

☆福岡サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 
宜崎サービス認定店 


FAX 

092-412-7460 

FAX 

093 -94]-83 已 4 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

09 己 - 849-460 己 

FAX 

096-331-3323 

FAX 

097- 巳己 ]-2049 

FAX 

099-201-3803 

FAX 

0985 -27-3] 3 巨 


受付月〜金 9:30-18:00 (± •曰■祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜1吕:00、13:00〜1江00 (弊社休業日は除く） 

干 81 2-0016 福岡市博多医博を駅南 2- 1 2-3 
干 802-0044 化九州市ル倉化区熊本 1T 目 9-4 植田ビル 1F 
干 81 2-0006 福岡市博を区上牟田 2 -己 -7 
干 8 已 2-8] 4 已長崎市昭和 1T 目 12- 10 ク U スタル八イツ平野 
干 862-0 日 18 熊本市巧立己 T 目 14-1 7 
干 870 -0 日 21 大分市巧原 3-23-1 已曰商ビル 101 
干 890 -004 日鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーサイド 2]1F 
干 880 -0821 宮崎市浮城町 98-1 


•沖縄県 

ミ中縄サービスステーション 


受付月〜金 9:30-18:00 吐•曰.祝-弊社休業日は除く） 

TEL 098-879-1910 干 90 1-21] 3 ミ甫添市大平 2-2 -巨 
FAX 098 -87 目- 13 巳 2 


平成19年已月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


その他 













< 各窓口へのお問い合わせの時のごミ主意 > 

市外局番「0日70」で始まる W フリーフオン及び「0120」で始まる画フ U - ダイヤルは、 PHS 、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

♦商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について_ 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜18:00、±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、13:00〜17:00 (弊社休業日は除く） 

参家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 ■iif’0070-800-8181 —22 ■-般電話03— 已4日日一2986 

■ファックス 03-3490 -已718 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラか 
ご確認ください。それでも正常に動作しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 

•乎買いホめの販売店に修理の依頼び出来ない場合_ 

修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜19:00、±曜•日曜•祝日9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

国電言ま ^012。一己一81028 国一般電言舌。3-已4日日一2023 

■ファックス 函0120-已 一81029 

■インター ネッ トホームぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

_※インタ^ネットによる修理受付巧ま商品は、家庭用才ーディオ/ビジュアル商品に限りまず_ 

沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:3□〜1扛〇〇 (±曜•日曜•祝曰-弊社休業曰は除く） 

■ 一般電話 日98 - 879- 1910 

■ファックス 日98 — 879— 13己 S 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1致00、 

±曜•日曜-祝日9:3□〜12:00、 

13:00-18:00 (弊社休業曰は除く） 

■電話 

画0]20-已-8]09曰 

■-般電話0己 38-43-]! 目1 

■ファックス 

^0120-5-81096 



平成1日年已月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 VOL023 


⑥2007パイオニア株式会社禁無断転載 

パイオニア株式会社 ^1 53-8654 東京都目黒区目黒1了目傭1号 

く已707000000930 S> 












